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1.  平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 2,672 19.6 310 55.5 336 34.0 200 29.7
22年3月期第2四半期 2,234 △12.3 199 ― 250 175.2 154 211.3

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 24.69 ―
22年3月期第2四半期 19.03 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 14,059 12,206 86.8 1,501.30
22年3月期 13,903 12,118 87.2 1,490.07

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  12,206百万円 22年3月期  12,118百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00
23年3月期 ― 8.00
23年3月期 

（予想）
― 8.00 16.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,600 16.7 540 22.0 590 10.5 370 14.3 45.50



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、添付資料３ページ「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 8,930,000株 22年3月期  8,930,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  799,329株 22年3月期  797,450株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 8,131,748株 22年3月期2Q 8,132,893株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、
添付資料２ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期累計期間のわが国経済は、政府の景気刺激策や、中国やインドなどの新興国を中心とした輸出の増

加により、緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、デフレや円高の進行に加え、エコカー補助金の

景気対策の終了など不安要因は数多くあり、先行き不透明感は強まってきました。 

 当社の主要な製品別の状況は以下の通りです。化粧板製品では、不燃メラミン化粧板「パニートスリム」及び

「パニートスリムハイグロス」は、リフォーム市場や戸建住宅の新築市場において需要が引き続き拡大したこと及

び物流拠点を新たに開設しデリバリーサービスに注力したことにより販売は増加いたしました。また、高圧メラミ

ン化粧板についても、企業業績の回復基調に伴いオフィス家具等の需要が増加したことにより、販売は増加いたし

ました。その結果、化粧板製品の売上高は1,585百万円（前年同四半期比122.4％）となりました。電子部品業界向

け製品は、家電エコポイント制度やエコカー補助金の景気対策の効果を受け、薄型テレビ・家電製品等を中心に業

界全般的に業績回復基調で推移しており、当社のプリント基板用フェノール樹脂積層板の販売も増加いたしまし

た。その結果、電子部品業界向け製品の売上高は523百万円（前年同四半期比133.9％）となりました。ケミカルア

ンカー製品は、耐震補強工事の市場での耐震工事向け低騒音カプセル「ＲＳタイプ」及び「ＲＴタイプ」の需要が

引き続き増加傾向にあり、一般建築土木向けの「Ｒタイプ」及び「ＰＧタイプ」の販売減少分をカバーいたしまし

た。その結果、ケミカルアンカー製品の売上高は556百万円（前年同四半期比101.6％）となりました。 

 これらの結果、当第２四半期累計期間の業績といたしましては、売上高2,672百万円（前年同四半期比

119.6％）、経常利益336百万円（前年同四半期比134.0％）、四半期純利益200百万円（前年同四半期比129.7％）

となりました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期末における総資産は、前期末に比べて156百万円増加し、14,059百万円となりました。これは主

に、投資有価証券は減少したものの有価証券が増加したことによるものであります。負債は、前期末に比べて67百

万円増加し、1,853百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金が増加したことによるものでありま

す。純資産は、前期末に比べて88百万円増加し、12,206百万円となりました。これは主に、四半期純利益の計上が

200百万円であったことと、その他有価証券評価差額金が減少したことによるものであります。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成22年７月30日に発表いたしました通期の業績予想につきましては、現時点において変更はありません。 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるた

め、前事業年度決算において算定した貸倒実績率等の合理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定して

おります。 

   

②棚卸資産の評価方法 

 当第２四半期会計期間末における棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについての

み正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

③固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により算出してお

ります。 

  

④繰延税金資産の回収可能性の判断 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるので、前事業年度決算において使用した将来の業績予想やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。 

  

⑤税金費用の計算 

 税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示をしております。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

 これにより、当第２四半期累計期間の営業利益及び経常利益は、それぞれ159千円減少し、税引前四半期純

利益は13,652千円減少しております。 

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,053,399 4,591,821

受取手形及び売掛金 1,937,226 1,877,502

有価証券 2,803,567 1,292,273

商品及び製品 237,983 241,557

仕掛品 32,133 25,151

原材料及び貯蔵品 211,464 179,577

その他 133,160 121,213

貸倒引当金 △5,811 △5,632

流動資産合計 9,403,123 8,323,464

固定資産   

有形固定資産 2,836,968 2,772,175

無形固定資産 12,471 11,254

投資その他の資産   

投資有価証券 1,311,868 2,309,885

その他 536,928 527,974

貸倒引当金 △41,509 △41,383

投資その他の資産合計 1,807,288 2,796,477

固定資産合計 4,656,729 5,579,907

資産合計 14,059,852 13,903,371

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,014,016 958,918

未払法人税等 161,084 215,931

引当金 69,017 49,271

その他 377,816 324,336

流動負債合計 1,621,934 1,548,457

固定負債   

役員退職慰労引当金 216,418 210,683

その他 14,930 26,145

固定負債合計 231,348 236,828

負債合計 1,853,283 1,785,286

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,515,383 2,515,383

資本剰余金 2,305,533 2,305,533

利益剰余金 7,706,240 7,570,550

自己株式 △366,458 △365,418

株主資本合計 12,160,698 12,026,048

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 45,870 92,037

評価・換算差額等合計 45,870 92,037

純資産合計 12,206,569 12,118,085

負債純資産合計 14,059,852 13,903,371



（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

売上高 2,234,708 2,672,385

売上原価 1,413,327 1,687,578

売上総利益 821,381 984,807

販売費及び一般管理費 621,546 674,019

営業利益 199,834 310,787

営業外収益   

受取利息 44,899 22,824

受取配当金 10,137 11,316

その他 3,197 2,284

営業外収益合計 58,235 36,426

営業外費用   

支払利息 32 6

売上割引 5,172 6,437

為替差損 － 4,612

租税公課 1,889 －

その他 198 －

営業外費用合計 7,294 11,056

経常利益 250,775 336,156

特別利益   

投資有価証券売却益 29,323 37,070

その他 369 －

特別利益合計 29,693 37,070

特別損失   

固定資産除却損 － 4,417

減損損失 8,811 －

投資有価証券評価損 1,895 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 13,493

その他 2,802 －

特別損失合計 13,509 17,910

税引前四半期純利益 266,959 355,315

法人税等 112,209 154,565

四半期純利益 154,749 200,749



 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



平成23年３月期第２四半期決算短信参考資料 

  

１． 平成23年３月期第２四半期の業績 

（１）経営成績 

（単位：千円未満切捨）

  

（２）製品別売上高 

   

４．補足情報

  

前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間 前事業年度 

（自 平成21年４月１日 （自 平成22年４月１日 （自 平成21年４月１日 

    至 平成21年９月30日）     至 平成22年９月30日）     至 平成22年３月31日）

  金額 
前年同期比 

（％） 
金額 

前年同期比 

（％） 
金額 

前年同期比 

（％） 

売上高  2,234,708 87.7 2,672,385 119.6  4,799,377 98.1

営業利益  199,834 1,702.1 310,787 155.5  442,626 1,554.0

経常利益  250,775 275.2 336,156 134.0  534,121 314.9

四半期（当期）純利益  154,749 311.3 200,749 129.7  323,778 984.2

１株当たり四半期 

（当期）純利益 
19円03銭 24円69銭 39円81銭

  売上高 
コメント 

  金額 構成比 増減率 

  

化粧板製品 

百万円 ％ ％  化粧板製品では、不燃メラミン化粧板「パニートス

リム」及び「パニートスリムハイグロス」は、リフォ

ーム市場や戸建住宅の新築市場において需要が引き続

き拡大したこと及び物流拠点を新たに開設しデリバリ

ーサービスに注力したことにより販売は増加いたしま

した。また、高圧メラミン化粧板についても、企業業

績の回復基調に伴いオフィス家具等の需要が増加した

ことにより、販売は増加いたしました。 

 1,585 59.3 22.4

電子部品業界

向け製品 
 523 19.6 33.9

 電子部品業界向け製品は、家電エコポイント制度や

エコカー補助金の景気対策の効果を受け、薄型テレ

ビ・家電製品等を中心に業界全般的に業績回復基調で

推移しており、当社のプリント基板用フェノール樹脂

積層板の販売も増加いたしました。 

ケミカルアン

カー製品 
 556 20.8 1.6

 ケミカルアンカー製品は、耐震補強工事の市場での

耐震工事向け低騒音カプセル「ＲＳタイプ」及び「Ｒ

Ｔタイプ」の需要が引き続き増加傾向にあり、一般建

築土木向けの「Ｒタイプ」及び「ＰＧタイプ」の販売

減少分をカバーいたしました。 

その他  6 0.3 ―   

合計  2,672 100.0 19.6   



（３）業績の説明 

 業績につきましては、売上高売上原価率が63.1％と0.1ポイント改善いたしました。また、売上高販管費比率が

25.2％と2.6ポイント改善した結果、売上高営業利益率は2.7ポイント改善し11.6％となりました。 

  

（４）設備投資について 

 本社工場及び三重工場の生産設備等に１億31百万円の投資を行いました。なお、当第２四半期累計期間におけ

る減価償却費は１億10百万円であります。 

  

（５）配当金について 

 配当金につきましては、中間配当金として８円、年間配当金16円を予定しております。 

  

（６）財政状況について 

 総資産140億59百万円、純資産122億６百万円、自己資本比率86.8％、１株当たり純資産1,501円30銭でありま

す。 

  

２．通期の見通し 

（１）経営成績予想 

  

売上高           56億円    対前期増減率    16.7％ 

営業利益     ５億40百万円       〃      22.0％ 

経常利益      ５億90百万円       〃     10.5％ 

当期純利益     ３億70百万円       〃     14.3％ 

  

（２）製品別売上高           （単位：百万円未満切捨） 

  

（３）設備投資について 

 当下半期の設備投資は、主に工場の生産設備等に２億26百万円の投資を予定しております。なお、通期の減価

償却費として２億57百万円を予定しております。 

  

  通期予想 

  金額 構成比（％） 増減率（％）

化粧板製品  3,385 60.5 18.1

電子部品業界向け製品  1,100 19.6 29.4

ケミカルアンカー製品  1,100 19.6 1.5

その他  15 0.3 ―

合計  5,600 100.0 16.7
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